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この本は著者iホゼ、 ＇） ッツが1952年から57年までの間，

f千p-:Jの幸（f'L：と発火 Lfこ低lilci全国の経済発展：）ll号題に関係

ある 9篇の論文をまとめた論文集である。これらの論文

川工じ：－／， －－発表汁 lfこ雑，｛.！♂jいく一と、｛土， il4,'0lli「F

るわれわれには通前入手しがたいものであるから，本長誌

が刊行されたということけ守われオれに大~t，ι ［更’l』i舎か？－

ごく lI 

読者がはじめてこの論文集を読んだとき著者に対して

ゴく；•t'.t_l.1:i, !:, ／：いはて，，著者パ多分にうHlt癖F （，＇.~ 「字

な，そうして他人の説の受け売りのと手な学者ーであると

う若i イ，＇.€保'i ( ,-11象であろかも i＇：なし」

第 1 の fr~i 癖は，たとえば後述する「経済成長の類

別」や，著者が Talcott Parsonsを引用 1t・ “Pattern 

V川 iab!e，＂：とも瓦 l)＇れて t Jが， 二：i，は著Au経済港映

理論に対する接近の仕方を見るうえで重要である。

低関手tili，の経済企展のl!¥J返jは， L止もと 2,〉の矛1（：：乙

直面しているように恩われる。その 1つは問題を理論／）CJ

f 一般化しようと，－れば寸ごほどそしY，議論lj政策自りに無

川容な土コとなっ正しまゾ，逆にL父：史的提本に一対Ltこ有

用であろうと努めるときは‘あまりに多くの特殊事情々

Y,慮し！，.：ては l仁 lないf,.・ J，そゾノ分析は J、シニ J :,, 

がいう「終結することのない政策のリスト」とならぎる

λえなT i という とであ／，

発展理論がもつもう 1つの矛盾は，分析が operational

1ある.. Cを期作 Lて定母的な分析Jil具ー ホゼド ;I 

Uこれ，i,・ "purely econorrnc termメ引で代夫させる

にたよるときは，発展において最も重要な時期一ーホゼ

リッツf¥－＿れを日theperillrl of rapid economic血！vane<＇”

とよぶーーが内包ずる社会的・制度的な変化の要闘をと

：入れら二とが きないニとにあF

歴史のなかに反穫する要素と反覆しない嬰；宗とがある

とすれに ホゼ＇・＇ノツはゾノ「反ぬ：る要訂を if'i/l/す

書評

処理しなければならないときどういう方法が妥当であろ

うか。 :" )! f土ホゼ I）ッツグ）~えド従えば，歴史的. Jll!論

的そして純経済的であると同時に，経済外的要因をも考

婚に入れて構成注わたい〈つかの発展の'tr!塑を組7,"fLて

／）以外i桜近の方法がti:いび）であろ。かれはみずかド〉の

立場をドイツ歴史学派，特に後期のそれに擬している

い，第 2れでは汁ダのようにもい－，ていろの fそれ「l体

人文的（cultural）変化に関係ある理論の領域における著

：い不部主役をilfJ告｛とすむ：王，経済発展および入すがj変

化の一般理主論を定立しようと努めることは時期尚早であ

り，現在入手しうる科学的素材からすれば〈こうした試

川 i)-iiれ済的CJらあろ？あ人う J われ才〉れは民／（る

社会のタイプと， 『伝統的』な経済組織から『近代的』

なそれヘの異なろクイプによる変化と移動左の理，； 1モデ

ルを発燥させることから始めたガがよいであろう。」

第 2v i!i，人の説／｝）受け売りに J べていえ－f j'，一般に近

年，経済理論で真に著者の独創と思われる婆素がどれほ

どあるか付疑問であるし．また別 Lて経済引き展の.Ll]!論itこ

;r Jいて［上，そもそもそう Lfこ奇抜な仮説が要求さわうる

ものかどうかということが問われなくてはならないであ

ノウc 必嬰なのは、むし7-；総合であり，実践左科学的探究

によってえられた成果を特殊な問題に応じて効果的に利

jけするとL、うこ上？あお f われ上れほ理レ加対して松急

Gあるよりは，現実に対して忍耐強くあらねばならない

のであるc そのように考えれば，ホゼリァツがこじノ論文

1)；で元、 L；，思考の'ie展方式，発展理論にじける社会的要

因の導入の方法などは確かに lつの総合の名に値するも

ののよ ＇！ t二忍ま，.ji./,;,o 

第4章の「経済発展の諸類型」は，かれとしてやや独

自：J(l"Jで払 i，か〕〉ての論文集の最も重要J乍 l章であるよ

うに思われる。かれはιιで，経済発展の型を 3組の 2

介法l二よ J て示してし、るc 第 1の分類は経済発展の途上

7国民経済が支配しうろ天然資源内量と，これに対応ず

る人口との比率であり，やや狭い意味では通常 man-

land-ratiりと呼ばれる。 この分郊により，資源が町民で

つきゃっき、とフロンティアーを求めてゆく経済発展の型は

肱張tJi)(expan日りnist）土よiまれ，逆に内f;j；ざと凋拓 L・cゆ

かなくてはならぬ型は内攻型（intrinsic）と呼ばれる（詳

片はこれらの京訴につしと法全く「1信がな！ぜ）。

プlo なビ it;らそ←・， Iること＇.；＿しに理日刷工成、！仁 LえたUか 第2ノり分類H経済発IJその途上C外資に依存したり，輸

らである。しかしこのように個別の事象と一般的・法則 出貿易の急速な拡張によって資本財を輸入したりしなく

的な要京、また純経済酌）打点で説 IJJすベtc攻因と {-1会 てはたらぬ型とてうで必ト型とρ1豆分であり，外凶に依

的・制度的な要因とが混在，対立する場において河題を 存しない型を自給型（dominant），依存ずる型を衛星型
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(salt・lliti仁） cし 守ο著者令に！ /1.:f衛岸.Iド；午夕イブ＇： ！吋問詩 aメ仁ription,P' 

分業のl京理に通すsるものであるが，多くの閑l土B害千世.＇.l：経 済）武長にとつては決定附に午干利なのであるO

済主i'IK＇；初め I].·f）：）•＼は衛grit' 乙その十五、 l f！＿いにi!if;[';(J 芦告があげた2種類し＇） l的 x，す，1.dJら“patternvaria 

なギ： 1防行す；：：.' l、、う。 bks＂の boxと、a松 rnsof growth”のいほとの関

第 3の分類は経済発展過程における政府の干渉の躍を令 係をもう少し詳しく調べる必要があるであろう。ホゼリ

いト竹 Ii し，汁 ）~；）弱いし＇） ぞ自生存］（λutonomoリメ，：： ノツは，経済主i会の近代化；とは particularismか人 uni-

渉。）色彩の濃し、 ・i.,:jを誘ギ1'i'J'induced という。 ver州！ismJJ＇；変化， J fこわも伝統的身分関係ぷ〉変化が

以上3組の 2分法を結合寸ると，たとえば拡張型1自 11：々伴うことを述べているが，他ガ伝統的身分関係が温

給計J ｜’1生的 ｝' • •• ・.，ょうれ組υ合計8'l·'•i ーヶきる。ホ t' Tj "(t オけした例外と Lて， 竺 κーギニアの Maori桜、 およ

ツ、J,j vのお0;:: I ＞の角砂利i一相当す人れ済成長／）だ例j YI i本の伊！んねTてい心わがれにJleぽ， fl+ci近代化

？をあげているがそれた表示十ろと第 1畿のようになる。 のにない予は上層から下関への権力の移転はあったとし
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_! .:"L 〉分類iてよ rらに若γcノ注釈を必要とする ホゼ

リ＇ ) ( ，；経済U，，：；：，：，ιな成長々 i.fこらす人1Y.，要国と i :.., 

ュンベーターの“innovatingentrepreneurぺ“deviant”

さ1>：·~パークの“ma明叫 indixidual”をあげているカ：，

第.， ,;, r 山手こ i ;' ：人的要（！）斗・！］みでド・.Jc1; {l:の低I持i・・'Jc i¥] ｛フ

発展にとくに必要な工業資本主義（industrialcapitalism) 

のff.i興のメなニズムを説明寸ることはできず，これを

補日l ,)re_しぺたい：資源 L人ilの比率、 打よび政府山政

策が考慮されるとしている。後者の 2点が発展したもの

がexpansionist対intrinsicおよびautonomous対induced

のゴ：γ止で、あ／ ：たが 1 ;(t 3章れ J テウス！ ＇，.ら

イも、一貫して武士階級であったのである。ふれならば

II 本の近代化人J積揮が~i 二郎進した袋一円：主新興附級のぼっ

興ではなく，どこかほかに求められなくてはならなL、。

確かに日本には明治以来achievementの patternの著し

h、成長があ；たυ また叩町五city七没渇した L ！＂し他

}j“patterns of growth刊の側からみれば，日本がintrinsic

であったこと， 山 minantであったことは積極的な成長

引先iとはみ土められなし u 主fこ日本が induct>d 万あっ

たことは成長にとってマイナス要因であったのか，ある

いは他に特別に有効な inducementが作用したのかのど

んfかでな：亡法ならない おそ九くほその後おであろ

う。そうだ土「れば‘p'1Hernsof growth”に払って説

明されることは問題のぼんの始まりに寸ぎずこの boxft

今徒成長の J ＇！； ニズムJi',午ii)Jiこょっと，いっそう H’f？＇.が翠i

/; (C.された〈てはなら！；Lであろう f

この場合ロストウが近著 Stagesof Economic Growth 

で強調しf二以治的要因が惣起されろ ロスト •'7 i二；川、て

け“preconrlitiりns”町ノ！刊にに伝統的支配階級が無力化す

ること， -f，者迷い horizonをもった新興階級がぽっ輿

n：，こと，外i二lilの侵筈；戸£：して国F

二l::およむ＇［ト；／ i諸F普級内仁oalition ！ζど各種山政治的摩

擦華E因が強調されているのであるO ここに多少厳密を欠

( ;1；：，経済成長における浄→擦の婆［ii.jとL寸観点右P考慮に

人！＇るとき涜 1'iの提案しに box山 11、J'＃を－－ ~·1.~~：／；寸こす
見れに，いかにも expan包ionistでか

る1つの方向が生まれるのではないで‘あろうか。
あることが経済建践にとって有利で、あるという紡論にな

り，： .心いが， l 1" L第 itc；はこj i' ・, 2分法iJ.;¥?f済 t(¥ 5章17）人ii圧力，三の論文の後、｜’：こ収め，＇，；！ tた都市

;>c WJ起に関寸之、子ぐれt:!,)f'Jとほ， ;iて！／ •.：ッツカq，ぺ 4種の
発展上1I利，不川Iコ区測な＜ V置さオ＇ = ・.るo 」」 I {, 

アンパラシスト・グロウスのヴィジョンをしのぶに足
干読名の理解を妨げる難点があるように問、われる。

上述 It－摩擦要関わずーがかり令ケえるものやはないγ ；二反L・・ Tc1lcott I 'arsonsの‘］）Iιrtternvariahl ・s 

を引刊jfこと C.！.とは，経済発展tこ女、！一一有利な！？っ＇. ,,, ' 

っそう明瞭となっているcすなわちそこでは achieve-

men 1, universalism およぶ’ speci五city Cある万二fに
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（調査研究部所員 小出厚之助〉




